
渡航最新情報「韓国・韓流＆新規コンテンツ」特集　

ソウル、京畿道、仁川で「新・韓国文化」を体感

韓国政府「観光契機に交流の扉開く」

　観光による交流再開、拡大を　

歓迎晩餐会にて

ＫＴＯ徐本部長「安全な韓国観光へ最善の努力」

　

事
前
申
請
で
空
港
到
着
か
ら
出
国
が
ス
ム
ー
ズ
に
　

ソ
ウ
ル

新
コ
ン
テ
ン
ツ
続
々
誕
生

■
青
瓦
台（
元
大
統
領
府
）

「
国
の
象
徴
」が
５
月
か
ら
一
般
開
放

■
韓
流
ド
ラ
マ
、Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ

第
４
次
韓
流
ブ
ー
ム
の
舞
台
を
巡
る

仁
川（
イ
ン
チ
ョ
ン
）

Ｉ
Ｒ
で「
ホ
カ
ン
ス
」満
喫

■
パ
ラ
ダ
イ
ス
シ
テ
ィ

カ
ジ
ノ
、遊
園
地
、ス
パ
、ゴ
ル
フ
な
ど
満
喫

水
原（
ス
ウ
ォ
ン
）

世
界
遺
産「
水
原
華
城
」で
充
実

■
ロ
ケ
地
＆
カ
フ
ェ

全
長
５
・
７
㌔
の
城
壁
周
り
に
新
名
所
並
ぶ

「食の宝庫」韓国でグルメ旅　
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晩
餐
会
の
様
子

金
観
光
政
策
局
長

徐
国
際
観
光
本
部
長

　
視
察
旅
行
の
２
日
目
と
な

る

日
の
夜
に
は
、
歓
迎
晩

餐
会
が
開
催
。
韓
国
側
か
ら

は
Ｋ
Ｔ
Ｏ
の
徐
英
忠
国
際
観

光
本
部
長
、
韓
国
文
化
体
育

観
光
部
の
金
章
鎬
観
光
政
策

局
長
が
出
席
し
、
観
光
に
よ

る
交
流
の
再
開
、
拡
大
へ
の

期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
徐
国
際
観
光
本
部
長
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
約
２
年
間
止

ま
っ
て
い
た
空
の
便
が
再
開

さ
れ
、
各
国
の
出
入
国
管
理

規
定
も
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て

い
る
。
韓
国
で
は

ビ
ザ
を
求
め
る
人

が
行
列
を
な
し
、

訪
日
旅
行
商
品
の

予
約
が
爆
発
的
に

増
加
す
る
な
ど
、

両
国
民
の
旅
行
に

対
す
る
熱
意
を
感

じ
て
い
る
」と
、観

光
を
き
っ
か
け
に

交
流
へ
の
明
る
い

兆
し
が
出
て
い
る

こ
と
を
報
告
。「
隣

国
で
あ
る
日
韓
の

観
光
交
流
再
開
は

重
要
で
あ
り
、さ

ら
な
る
観
光
に
よ
る
交
流
拡

大
に
向
け
て
、日
本
の
観
光

客
が
不
自
由
な
く
安
全
に
観

光
で
き
る
よ
う
に
最
善
の
努

力
を
す
る
」と
話
し
た
。

　
金
観
光
政
策
局
長
は
、

「
国
連
世
界
観
光
機
関
の
発

表
に
よ
る
と
、
第
１
四
半
期

の
国
際
観
光
客
数
は
１
億
人

を
突
破
し
、
最
近
で
は
需
要

の
急
拡
大
か
ら
２
０
２
２
年

の
市
場
回
復
の
見
通
し
を
上

方
修
正
し
て
い
る
。
韓
国
政

府
も
観
光
を
契
機
と
し
て
積

極
的
に
交
流
の
扉
を
開
き
、

６
月
か
ら
は
観
光
ビ
ザ
の
発

給
を
再
開
し
た
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
て
い
な
く
て
も

隔
離
な
し
で
韓
国
を
訪
問
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
世

界
各
国
に
合
わ
せ
た
観
光
施

策
、
受
け
入
れ
環
境
整
備
を

進
め
て
い
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

「
航
空
関
連
の
規
制
緩
和
に

よ
る
空
路
の
回
復
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
ち
回
復
し
て
い
く

予
定
だ
。
年
間
１
千
万
人
の

往
来
が
あ
っ
た
、
コ
ロ
ナ
前

の
姿
に
戻
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
観
光
に
よ
る
往

来
拡
大
に
期
待
を
示
し
た
。

　
韓
国
観
光
公
社
（
Ｋ
Ｔ
Ｏ
）
は
６
月

～

日
、
日
韓
交
流

が
下
半
期
に
本
格
的
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
先
立
ち
、
日
本
全

国
か
ら
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
を
韓
国
に
招
い
た
４
泊
５
日
の
視
察

旅
行
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
初
と
な
る
視
察
旅
行
の
テ
ー

マ
は
「
韓
国
の
韓
流
と
新
規
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
。
一
般
紙
、

専
門
紙
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど

メ
デ
ィ
ア
か
ら
計

人
が
参

加
し
、
最
新
の
韓
国
観
光
ト
レ
ン
ド
を
視
察
し
た
。
今
回
は
、

韓
国
の
最
新
ト
レ
ン
ド
の
ほ
か
、
出
入
国
時
に
お
け
る
検
査
関

連
情
報
を
紹
介
す
る
。

仁
川
空
港
側
の
検
査
セ
ン
タ
ー
で
の
検
査

の
様
子

視
察
旅
行
は
仁
済
大
学
校
ソ
ウ

ル
白
病
院
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
受
検

　
出
入
国
制
限
措
置
の
緩
和
、
検
疫
に
関
す
る
事
前
申
請

登
録
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
で
、
空
港
に
到
着
し
て
か
ら

出
国
ま
で
の
時
間
の
短
縮
が
進
ん
で
い
る
。

仁
川
空
港
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
コ

ロ
ナ

セ
ン
タ
ー
（
西
）

韓
国
現
地
で
も
出
国

時
間
以

内
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要

　
韓
国
と
い
え
ば
、
肉
、
野
菜
、
海

産
物
ま
で
多
種
多
彩
な
食
材
が
そ
ろ

う
「
食
の
宝
庫
」
と
し
て
有
名
。
カ

ル
ビ
や
チ
キ
ン
、
ホ
ル
モ
ン
、
サ
ム

ゲ
タ
ン
、
ト
ッ
ポ
キ
、
ソ
ル
ロ
ン
タ

ン
（
牛
骨
ス
ー
プ
）
な
ど
の
絶
品
グ

ル
メ
が
味
わ
え
る
。
ま
た
、
飲
食
店

で
は
主
菜
に
対
し
、
た
く
さ
ん
の
副

菜
が
添
え
ら
れ
、
毎
回
豪
華
な
食
事

を
楽
し
め
る
。

　
今
回
は
、
訪
韓
時
に
味
わ
っ
て
ほ

し
い
グ
ル
メ
５
選
（
メ
ニ
ュ
ー
、
店

名
）
を
紹
介
す
る
。

屋
内
遊
園
地
「
ワ
ン
ダ
ー
ボ
ッ

ク
ス
」

プ
ー
ル
や
ス
パ
を
備
え
る
「
シ

メ
ー
ル
」

水原カルビ
（佳甫亭／カボジョン）

コプチャン〈ホルモン〉
（ソンスノル）

トッポッキ
（ドゥッキ）

ソルロンタン〈牛骨スープ〉
（ウェゴチプ・ソルロンタン）

サムゲタン〈参鶏湯〉
（土俗村／トソクチョン）

本
館
内
に
は
大
統
領
執
務
室
や

豪
華
な
装
飾
が

華
城
御
車
で
水
原
華
城
を
一
周

ロ
ケ
地
に
は
多
く
の
観
光
客
が

梨
泰
院
ク
ラ
ス
の
主
人
公
が
営
む
居

酒
屋
（
ロ
ケ
地
）

５
月

日
か
ら
初
と
な
る
一
般
公
開
を
開
始

朱
国
際
観
光
室
長

韓
食
文
化
空
間
「
イ
ウ
ム
」
で

は
伝
統
酒
試
飲
体
験
も

官
邸
の
窓
か
ら
は
生
活
の
様
子

が
見
ら
れ
る

４
万
５
千
人
が
コ
ン
サ
ー
ト
に

　
ソ
ウ
ル
か
ら
車
や
地
下
鉄
で

約
１
時
間
の
位
置
に
あ
る
水

原
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
水

原
華
城
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

全
長
５
・
７
㌔
あ
る
城
壁
の
周

り
に
は
、
多
く
の
個
性
的
な
カ

フ
ェ
が
点
在
す
る
ほ
か
、
韓
国

ド
ラ
マ「
そ
の
年
、私
た
ち
は
」

な
ど
、ド
ラ
マ
ロ
ケ
地
が
あ
る
。

水
原
華
城
も
韓
国
歴
史
ド
ラ
マ

「
イ
・
サ
ン
」
な
ど
の
舞
台
と

な
る
な
ど
、
周
辺
に
は
主
人
公

や
ヒ
ロ
イ
ン
の
家
や
デ
ー
ト
の

舞
台
と
な
る
公
園
な
ど
ロ
ケ
地

を
巡
る
人
が
訪
れ
て
い
る
。

　
水
原
華
城
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
蒼
龍
門
や
広
大
な
城
郭
、城

壁
を
楽
し
む
観
光
手
段
と
し

て
、リ
ム
ジ
ン
で
周
遊
す
る「
華

城
御
車
」（
約

分
）、気
球
に
乗

っ
て
空
か
ら
一
望
す
る「
フ
ラ

イ
ン
グ
水
原
」が
あ
る
。

若
者
が
集
い
熱
気
あ
る
弘
大

　
韓
国
ド
ラ
マ「
冬
の
ソ
ナ
タ
」

か
ら
始
ま
っ
た
韓
流
ブ
ー
ム
が

今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
巣
ご
も
り
需

要
を
追
い
風
に
ド
ラ
マ
、
Ｋ
―

Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
注
目
さ
れ
る
第
４
次

ブ
ー
ム
を
迎
え
て
い
る
。
ソ
ウ

ル
の
繁
華
街「
梨
泰
院
」は
、２

０
２
０
年
春
か
ら
配
信
さ
れ
、

大
ヒ
ッ
ト
し
た
韓
国
ド
ラ
マ

「
梨
泰
院
ク
ラ
ス
」の
ロ
ケ
地
と

し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

　
梨
泰
院
ク
ラ
ス
は
、
前
科
持

ち
の
主
人
公
が
居
酒
屋
を
梨
泰

院
で
開
業
。
業
界
一
の
大
手
飲

食
企
業
の
会
長
と
対
立
す
る

も
、仲
間
と
の
し
上
が
る
物
語
。

　
梨
泰
院
に
は
、
主
人
公
が
開

い
た
店
や
ヒ
ロ
イ
ン
と

出
会
っ
た
場
所
な
ど
、

徒
歩
圏
内
で
多
く
の
撮

影
地
を
訪
れ
ら
れ
る
。

現
地
を
訪
れ
て
い
た
米

国
在
住

年
の
日
本
人

女
性
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

友
人
に
薦
め
ら
れ
、
韓

国
ド
ラ
マ
を
見
始
め

た
。
心
に
刺
さ
る
ス
ト

ー
リ
ー
が
多
く
、
現
場

で
物
語
を
感
じ
た
い
と

思
い
訪
れ
た
」
と
熱
く

語
っ
た
。
他
に
も
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
訪
れ
た
と

い
う
女
性
２
人
組
も
い
た
。

　
視
察
旅
行
で
は
、
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ

Ｐ
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
場
所
と

し
て
「
２
０
２
２
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」
（
主
催

は
Ｋ
Ｔ
Ｏ
な
ど
）を
見
学
し
た
。

会
場
に
は
尹
錫
悦
大
統
領
が
来

場
。
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
歌
う
計


組
の
ス
テ
ー
ジ
に
約
４
万
５
千

人
の
観
衆
が
湧
い
た
。
こ
の
ほ

か
、
若
者
が
集
う
街
「
弘
大
」

で
は
、
大
勢
が
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や

グ
ル
メ
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
視
察
旅
行
は
、
２
０
２
０
年

３
月
以
降
休
止
さ
れ
て
い
た
日

韓
間
の
航
空
便
運
航
、
観
光
ビ

ザ
の
発
給
が
再
開
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
日
韓
交
流
の
再
ス
タ

ー
ト
を
宣
言
し
、
変
化
し
た
韓

国
の
様
子
を
紹
介
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
た
。

　
初
日
と
な
る

日
に
は
、
ホ

カ
ン
ス（
ホ
テ
ル
＋
バ
カ
ン
ス
）

が
楽
し
め
る
パ
ラ
ダ
イ
ス
シ
テ

ィ
（
仁
川
）
を
見
学
。

日
に

は
、
京
畿
道
水
原
市
で
世
界
文

化
遺
産
の
水
原
華
城
や
カ
フ
ェ

通
り
、

日
に
は
ソ
ウ
ル
で
韓

国
大
統
領
府
と
し
て
大
統
領
公

邸
や
執
務
室
な
ど
が
置
か
れ
、

５
月

日
か
ら
一
般
公
開
さ
れ

た
「
青
瓦
台
」
や
、
廃
工
場
を

改
装
し
た
カ
フ
ェ
な
ど
人
気
の

カ
フ
ェ
が
並
び
、
韓
国
の
若
者

が
集
う
聖
水
洞
、
ナ
イ
ト
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
人
気
が
高
ま
る
ソ

ウ
ル
タ
ワ
ー
を
取
材
し
た
。


日
に
は
、
人
気
韓
流
ド
ラ
マ

「
梨
泰
院
ク
ラ
ス
」
の
ロ
ケ
地

で
あ
る
梨
泰
院
を
訪
れ
る
ほ

か
、
３
年
ぶ
り
に
リ
ア
ル
で
開

か
れ
た
大
型
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
イ
ベ

ン
ト「
ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
観
賞
し
た
。
本
特
集
で
は
、

韓
国
を
満
喫
で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
、
ホ
カ
ン
ス
、
青
瓦

台
、
韓
流
、
グ
ル
メ
な
ど
を
紹

介
す
る
。

　
仁
川
空
港
で
一
行
を
迎
え
た

Ｋ
Ｔ
Ｏ
の
朱
相
鏞
国
際
観
光
室

長
は「
ソ
ウ
ル
や
京
畿
道
で
は
、

一
般
開
放
さ
れ
た
青
瓦
台
や
、

最
近
韓
国
の
若
者
に
も
非
常
に

人
気
な
エ
リ
ア
で
あ
る
聖
水
洞

や
梨
泰
院
な
ど
を
巡
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生

ま
れ
た
新
た
な
名
所
、
見
ど
こ

ろ
を
紹
介
し
た
。

仁
川
国
際
空
港
か
ら
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
で
約
５
分

　
仁
川
国
際
空
港
が
所
有
す
る

敷
地
に
建
設
さ
れ
た
北
東
ア
ジ

ア
初
の
Ｉ
Ｒ
と
し
て
２
０
１
７

年
４
月
に
開
業
し
た「
パ
ラ
ダ

イ
ス
シ
テ
ィ
」（
仁
川
広
域
市
）。

日
本
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
企
業
で
あ
る
セ
ガ
サ
ミ
ー
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
Ｈ
Ｄ
）が
、

韓
国
で
カ
ジ
ノ
の
運
営

年
以

上
の
歴
史
を
持
つ
パ
ラ
ダ
イ
ス

グ
ル
ー
プ
と
共
に
共
同
出
資
で

開
発
さ
れ
、五
つ
星
ホ
テ
ル「
パ

ラ
ダ
イ
ス
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー

ト
」と
外
国
人
向
け
カ
ジ
ノ「
パ

ラ
ダ
イ
ス
カ
ジ
ノ
」、約
２
千
人

を
収
容
す
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
な
ど
を
備
え
る
。

　
総
面
積
約

平
方
㍍
、
東
京

ド
ー
ム
約
７
個
分
の
敷
地
内
に

は
、
約
３
千
点
の
芸
術
品
の
ほ

か
、
プ
ー
ル
や
ス
パ
、
屋
内
型

遊
園
地
、
ゴ
ル
フ
場
、
ボ
ー
リ

ン
グ
場
な
ど
が
あ
り
、
数
日
間

を
施
設
内
で
楽
し
め
る
。

　
セ
ガ
サ
ミ
ー
Ｈ
Ｄ
経
営
推
進

課
の
陳
菲
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、

「
韓
国
国
内
の
家
族
連
れ
な
ど

が
、
ソ
ウ
ル
か
ら
１
時
間
で
ホ

テ
ル
で
の
休
日
、
各
種
施
設
で

の
バ
カ
ン
ス
の
二
つ
を
一
緒
に

楽
し
め
る
『
ホ
カ
ン
ス
』
が
で

き
る
場
所
と
し
て
人
気
を
得
て

い
る
。
日
本
か
ら
も
約
２
時
間

で
訪
れ
ら
れ
、
日
本
で
は
体
験

で
き
な
い
ス
ケ
ー
ル
感
あ
る
空

間
で
休
暇
を
楽
し
ん
で
も
ら
え

れ
ば
」と
来
訪
を
呼
び
掛
け
る
。

仁
済
大
学
校
ソ
ウ

ル
白
大
学
で
の
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
様
子

（
動
画
・
Ｑ
Ｒ
）

　
韓
国
へ
入
国
す
る
に
は
、
入

国
許
可
証
（
ビ
ザ
）
の
手
続
き

の
ほ
か
、陰
性
証
明
書
の
用
意
、

Ｑ
―
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
（
検
疫
情
報
事

前
入
力
シ
ス
テ
ム
）
へ
の
事
前

登
録
が
必
要
に
な
る
。

　
陰
性
証
明
書
は
、
出
発
時
間

の

時
間
以
内
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
規
定

の
項
目
が
英
語
ま
た
は
韓
国
語

で
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
韓
国
か
ら
出
国
す
る

際
に
も
、
現
地
で
出
国
時
間
の


時
間
以
内
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
検
し
、
陰
性
証

明
書
の
取
得
が
必

要
と
な
る
。

　
Ｑ
―
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ

は
、
専
用
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
事

前
登
録
が
で
き

る
。
英
語
ま
た
は

韓
国
語
で
登
録
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
韓
国
総
領
事
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
記
載
方
法

を
記
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
確
認

で
き
る
。ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
や
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
、
現
地
宿
泊
場
所
な
ど

を
入
力
す
る
ほ
か
、
陰
性
証
明

書
の
直
接
添
付
が
必
要
。
登
録

完
了
後
に
出
国
時
に
提
示
が
必

要
な
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
発
行
さ
れ

る
。
Ｑ
―
ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
を
事
前
登

録
す
る
こ
と
で
入
国
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
空
港
到
着
か
ら
出

国
ま
で
を

～

分
で
終
え
ら

れ
る
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、入
国
後
も

必
要
。入
国
後
３
日
以
内
で
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。今
回
の
フ
ァ
ム
ツ
ア

ー
で
は
仁
川
空
港
到
着
後
に
、

空
港
側
の
検
査
セ
ン
タ
ー「
仁

川
空
港
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
コ
ロ

ナ

セ
ン
タ
ー（
西
）」を
利
用

し
た
。価
格
は
８
万
㌆（
約
８
千

円
）。検
査
は
、受
け
付
け
か
ら

待
ち
時
間
を
含
め
、約

分
で

終
え
ら
れ
る
。検
査
結
果
は
約

３
時
間
後
に
確
認
で
き
る
。

　
帰
国
に
向
け
た

時
間
以
内

に
必
要
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
ソ

ウ
ル
に
あ
る
仁
済
大
学
校
ソ
ウ

ル
白
病
院
で
受
検
（
検
査
費
用

は
約
２
万
円
。
陰
性
結
果
の
確

認
ま
で
約
３
時
間
必
要
）
。
入

国
後
３
日
以
内
の
検
査
、
帰
国

時

時
間
以
内
の
検
査
の
い
ず

れ
か
が
陽
性
だ
っ
た
場
合
は
、

７
日
間
の
隔
離
措
置
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
帰
国
に
向
け
て
は
、
ア
プ
リ

（
Ｍ
ｙ
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
）
か
ら
検
疫

手
続
き
の
事
前
登
録
「
フ
ァ
ス

ト
ト
ラ
ッ
ク
」（
対
応
空
港
は
、

成
田
、
羽
田
、
中
部
、
関
空
、

福
岡
）
を
行
う
こ
と
で
、
ス
ム

ー
ズ
に
出
国
で
き
る
。
到
着
か

ら
到
着
ゲ
ー
ト
ま
で
約

分
で

行
け
る
。

　
今
回
の
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
で

は
、
ビ
ザ
に
つ
い
て
は
韓
国
観

光
公
社
の
支
援
で
取
得
。
７
月

か
ら
は
、
１
年
以
内
で
何
回
も

使
用
で
き
る
観
光
ビ
ザ
が
発
行

さ
れ
て
い
る
。

　
※
検
査
に
関
す
る
記
載
情
報

は
６
月

日
現
在
の
も
の
。

　
韓
国
大
統
領
府
と
し
て
知
ら

れ
、公
邸
や
執
務
室
な
ど
が
置

か
れ
て
い
た「
青
瓦
台（
せ
い
が

だ
い
）」が
５
月

日
か
ら
一
般

に
開
放
さ
れ
た
。こ
れ
は
、今
年

５
月
に
就
任
し
た
尹
錫
悦
大
統

領
が
、大
統
領
府
を
同
じ
ソ
ウ

ル
の
龍
山
に

年
ぶ
り
に
移
し

た
こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
。

　
本
館
で
は
、
赤
い
じ
ゅ
う
た

ん
が
敷
か
れ
た
階
段
や
、
大
統

領
執
務
室
、
大
統
領
夫
人
の
接

見
室
な
ど
が
見
学
で
き
る
。
館

内
を
見
渡
す
と
、
隅
々
に
豪
華

な
装
飾
が
施
さ
れ
る
様
子
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
「
国
の
象
徴
」

を
体
感
で
き
る
。

　
本
館
の
隣
に
は
、
歴
代
の
大

統
領
や
家
族
が
暮
ら
し
た
韓
屋

仕
立
て
の
官
邸
が
建
つ
。
内
部

に
は
入
れ
な
い
が
、
窓
の
外
か

ら
は
居
室
や
台
所
、
ド
レ
ス
ル

ー
ム
、
美
容
室
な
ど
、
生
活
の

一
端
を
垣
間
見
ら
れ
る
。

　
敷
地
内
に
は
緑
が
あ
ふ
れ
、

来
訪
者
が
休
憩
で
き
る
テ
ン
ト

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「
国
の
顔
で
あ
る
場
所
が
、
新

た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
と
生
ま

れ
変
わ
っ
た
」
と
現
地
ガ
イ
ド

は
話
す
。

　
公
開
す
る
時
間
は
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
（
休
館

日
は
火
曜
日
）
。
６
月

日
か

ら
は
、
先
着
順
と
な
り
、
１
日

に
４
万
９
千
人
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
一
般
に
公
開
し
て
か
ら


日
目
と
な
る

６
月

日
に

は
、
観
覧
者
が

１
０
０
万
人
を

突
破
し
た
と
い

う
。

　
青
瓦
台
の
近

隣
に
は
、
カ
フ

ェ
や
図
書
館
が

並
び
、
日
本
語

対
応
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
が
町
を
案

内
し
て
い
る
。

韓
食
文
化
の
歴

史
を
学
び
、
体

験
で
き
る
施
設
「
イ
ウ
ム
」
で

は
、
食
品
名
人
カ
フ
ェ
で
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
、
伝
統
酒
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
試
飲
が
楽
し
め
る
。


